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平成２４年８月１３日付　(地Ⅲ84F) 
「４種混合ワクチンの導入に係る準備方依頼について」 
　別添１　抜粋



事 務 連 絡 

平成２４年１１月６日 

 

 

日本医師会感染症危機管理対策室長 殿 

 

                      

                     厚生労働省健康局結核感染症課長 

 

 

４種混合ワクチンの供給量について 

 

 

平素より、予防接種行政にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、本年11月 1日より定期接種として導入された４種混合ワクチン（ＤＰ

Ｔ－ＩＰＶ）につきましては、地域によっては十分な供給量を確保できない状況

にあるとの連絡を受けております。 

このため、別添写しのとおり、必要に応じて、３種混合ワクチン（ＤＰＴ）と

単独の不活化ポリオワクチンの接種を実施するよう改めて周知いたしましたの

で、貴会会員にもご周知いただきますようお願いいたします。 

 

 



事 務 連 絡 

平成２４年１１月６日 

 

 

各都道府県予防接種担当課 御中 

 

                      

                      厚生労働省健康局結核感染症課 

 

 

４種混合ワクチンの供給量について 

 

 

平素より、予防接種行政にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、本年11月 1日より定期接種として導入された４種混合ワクチン（ＤＰ

Ｔ－ＩＰＶ）につきましては、一部の自治体より、地域によっては十分な供給量

を確保できない状況にあるとの連絡を受けております。 

厚生労働省では、単独の不活化ポリオワクチンと４種混合ワクチンを合わせる

と、平成２４年度内に接種対象者全員の接種を完了できる十分な供給がなされる

見込み（※）であることを確認しております。また、卸売販売業者に対しては不活

化ポリオワクチンの偏在が起こらないよう適切な対応をお願いしているところ

です。しかしながら、仮に不足が生じた場合には、これまでお示ししてきたとお

り、３種混合ワクチン（ＤＰＴ）と単独の不活化ポリオワクチンの接種を実施す

るようお願いいたします。 

つきましては、上記内容を貴管内市町村に周知していただけるようお願いいた

します。 

なお、別添のとおり、本年 11月 1日にポリオワクチンに関するＱ＆Ａを改訂

し、厚生労働省ホームページに掲載いたしましたので、併せてお知らせいたしま

す。 

 

（※）単独の不活化ポリオワクチンは、平成24年度中に約477万回分が供給される見込みであ

り（需要見込み：約396.5万回分）、10月までに約200万回分が供給されています。 

また、４種混合ワクチンについては、平成24年度中に約147万回分が供給される見込み

であり（需要見込み：約105.7万回分）、供給計画（目安）は、10月に約27.6万回分、11

月に約15.1万回分、12月に約15.1万回分、1月に約24.7万回分、2月に約24.7万回分、

3月に約24.7万回分（残りの約15.1万回分は、適時に供給予定）と聞いています。 

なお、需要見込みは、平成24年 7月までの出生者は単独の不活化ポリオワクチンを、平

成24年 8月以降の出生者は４種混合ワクチンを接種するものとして推計したものです。 




















